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巻頭言 

 

年１回発行のキャンパスライフ健康支援センター年報では、１年間の学生健診・職員の健康管理・診療・相談・

支援など３部門における、主に集計した数値で示されるデータを継続して報告させていただいています。毎年の

データを追っていきますと、学生・職員の利用状況の推移が見えてきます。 

ここでは、継続して報告している事項以外に、キャンパスライフ健康支援センターでの令和６年度の出来事や

取り組みについて、記しておきたいと思います。 

保健管理部門では、かねてから検討を重ねていた電子カルテを導入し、令和６年１0 月から運用開始しました。

これまで、紙ベースの記録では、学生・職員の診療・相談、産業医面談、保健指導などを必要に応じて２つのキャ

ンパスの保健管理センターで対応するため診療・相談情報等が分散する問題や、多様な診療・相談・指導ニー

ズに対応した記録の検索性が低いことが課題でしたが、その課題が電子カルテ導入によって解消しました。 

総合相談部門では、近年予防教育・活動に力を入れており、教養科目の授業として「キャンパスライフデザイン

入門」という授業を実施しています。また、自殺予防対策としてのゲートキーパー養成講座に実施を継続し、職員

のストレスマネジメントとして人事課と連携して、令和６年度はラインケア研修を実施しました。 

アクセシビリティ支援部門は、本学の障害学生の修学支援専門部門の立ち上げ当初から初代の専任教授、部

門長として、障害学生の修学支援の礎を築き、支援学生の養成に尽力された住谷さつき先生が令和６年度末で

もって、ご退職されました。また令和７年度からも、切れ目なく専任教授として梅原英裕先生をお迎えしております。 

また、キャンパスライフ健康支援センターとして、「教職員のための学生支援の手引き」を改訂し発行しました。

冊子体でもお届けしたと思いますが、PDF 版を当センターの HP から参照可能ですのでご活用いただければ幸い

です。 

キャンパスライフ健康支援センターでは今後も、学生職員の皆様の健康支援に貢献できるよう、センター職員

一同、一層努めてまいります。 

末筆となりましたが、平素より当センターの活動にご理解、ご協力頂いている徳島大学の各部局の教職員の

方々に心より御礼申し上げます。   

 

 

 

 

令和７年９月 

センター長 井﨑 ゆみ子 
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Ⅰ．保健管理部門 

１．診療・健康相談日程表 
常三島地区、蔵本地区ともに 8時 30分から 17時 15分までオープンしている。 

 

常三島地区       

  月 火 水 木 金   

内科   ○ ○ 

 
 

メンタルヘルス ○ ○   ○ 予約制、月曜は午後のみ 

健康相談 ○ ○ ○ ○ ○  

外傷処置 ○ ○ ○ ○ ○  

担当スタッフ 

    井﨑 ゆみ子 （医師、メンタルヘルス担当） 

    曽我部 正弘 （医師、内科担当） 

    高橋 智紀  （医師、内科担当 病院特任助教 R5.1～R7.3） 

    早渕 純子  （保健師）   

西尾 よしみ （看護師） 

武田 早苗   （臨床検査技師） 

和喜 遥佳   (保健師) 

川口 博美  （看護師 R6.10～） 

 

蔵本地区       

  月 火 水 木 金   

内科 ○   ○ ○ 木曜は半日 

メンタルヘルス   ○ ○  予約制、水曜は午後のみ 

健康相談 ○ ○ ○ ○ ○  

外傷処置 ○ ○ ○ ○ ○  

担当スタッフ 

  井﨑 ゆみ子 （医師、メンタルヘルス担当） 

  曽我部 正弘 （医師、内科担当） 

高橋 智紀  （医師、内科担当 病院特任助教 R5.1～R7.3） 

  六車 隆太郎 （医師、メンタルヘルス担当、病院特任助教 R6.4～） 

早渕 純子  （保健師 火曜・水曜担当）   

西尾 よしみ （看護師 月曜・木曜担当） 

和喜 遥佳  （保健師 金曜担当） 
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２．学生定期健康診断 

（1）学生定期健康診断の概要 

【実施項目】 

  1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 Ｍ１ Ｍ２ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ 

身長・体重 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

血圧 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

尿検査 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

問診票提出 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

内科診察 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

胸部レントゲン検査 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ◎ ● ◎ ◎ ◎ 

精神健康調査 ●                       

● 印は全員該当   

○印は病院実習・介護実習・教育実習参加者 

◎印は病院実習参加者 

 

新型コロナウイルス感染症の対策を講じて、全学生に対して対面診察による健診を実

施した。 

 

【実施時期と体制】 

実施時期は学部新入生では 4月初旬の 3日間で実施した。 

学部新入生を除いた在校生および大学院新入生については、予約制で 3・4月の 16 日

間で実施した。 

秋季入学生対象の健診は 11 月下旬に常三島地区にて 1日間で実施した。 

春季定期健診については保健管理部門スタッフに加え、それぞれ 1日当たり臨時看護

スタッフ 3～4 名、病院医師 2～3 名及び学務・学部等の事務職スタッフ 3～5 名の協力

を得て実施した。この場を借りて健診にご協力していただきました関係各位に、感謝申

し上げます。 

 

【実施結果の概要】 

令和 6 年度の学部 1年生の健診受診率は 92.5%で、令和 5年度より高かった。全学部

生、前期課程大学院生、後期課程大学院生、秋季入学生の受診率はそれぞれ 71.6％（R5

年：66.9％）、65.3％（R5年：63.5％）、17.6％（R5年：18.5％）、83.1％（R5年：82.9％）

であった。全学生の健診受診率は 67.2％（R5 年：63.2％）であり、昨年度と比べて 4

ポイント増加した。これは様々な広報活動を通じて、学生に受診を積極的に促したこと

が寄与したと考えられる。 
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（2）学生定期健康診断受診状況 

定期健康診断（春季） 
〈学部生〉 

1 2 3 4 5 6 計
学生数 184 179 173 187 723
受診数 179 104 108 119 510

　％ 97.3 58.1 62.4 63.6 70.5
学生数 299 294 310 297 115 114 1429
受診数 292 259 221 289 108 110 1279

　％ 97.7 88.1 71.3 97.3 93.9 96.5 89.5
学生数 56 55 58 52 46 39 306
受診数 51 50 44 45 43 33 266

　％ 91.1 90.9 75.9 86.5 93.5 84.6 86.9
学生数 85 87 85 83 41 41 422
受診数 82 75 66 75 40 34 372

　％ 96.5 86.2 77.6 90.4 97.6 82.9 88.2
学生数 660 651 634 540 2485
受診数 587 334 281 252 1454

　％ 88.9 51.3 44.3 46.7 58.5
学生数 57 61 53 39 210
受診数 47 35 15 15 112

　％ 82.5 57.4 28.3 38.5 53.3
学生数 111 108 113 103 435
受診数 105 67 69 68 309

　％ 94.6 62.0 61.1 66.0 71.0
学生数 1452 1435 1426 1301 202 194 6010
受診数 1343 924 804 863 191 177 4302

　％ 92.5 64.4 56.4 66.3 94.6 91.2 71.6

％ 92.3 51.4 55.3 59.2 95.0 89.9 66.9

学部 数 学年

総合科学

医学

歯学

薬学

理
工
学

昼間

夜間主

生物資源産業学

計

参)令和5年度  
*内科受診者数をもとに算出 
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〈大学院生：博士前期課程及び修士課程〉 

1 2 計
学生数 8 15 23
受診数 5 4 9

　％ 62.5 26.7 39.1
学生数 32 22 54
受診数 29 16 45

　％ 90.6 72.7 83.3
学生数 24 25 49
受診数 19 10 29

　％ 79.2 40.0 59.2
学生数 4 2 6
受診数 3 1 4

　％ 75.0 50.0 66.7
学生数 31 31 62
受診数 26 20 46

　％ 83.9 64.5 74.2
学生数 383 428 811
受診数 258 265 523

　％ 67.4 61.9 64.5
学生数 482 523 1005
受診数 340 316 656

　％ 70.5 60.4 65.3

参)令和5年度 ％ 63.6 63.4 63.5

学部 数 学年

医科学研究科

(修士課程）

医科栄養学研究科

(博士前期課程）

保健科学研究科

（博士前期課程）

口腔科学研究科

（博士前期課程）

薬学研究科

(博士前期課程）

創成科学研究科

(博士前期課程）

計

 
*内科受診者数をもとに算出 
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〈大学院生：博士後期課程及び博士課程〉 

1 2 3 4 計

学生数 6 6
受診数 0 0

　％ 0.0 0.0
学生数 43 54 34 93 224
受診数 9 4 1 1 15

　％ 20.9 7.4 2.9 1.1 6.7
学生数 8 6 17 31
受診数 3 2 2 7

　％ 37.5 33.3 11.8 22.6
学生数 7 7 18 32
受診数 0 1 1 2

　％ 0.0 14.3 5.6 6.3
学生数 18 12 24 27 81
受診数 11 5 4 9 29

　％ 61.1 41.7 16.7 33.3 35.8
学生数 2 2 9 13
受診数 0 0 1 1

　％ 0.0 0.0 11.1 7.7
学生数 8 7 10 25
受診数 7 5 5 17

　％ 87.5 71.4 50.0 68.0
学生数 0 1 3 3 7
受診数 0 0 2 1 3

　％ 0.0 0.0 66.7 33.3 42.9
学生数 23 23
受診数 1 1

　％ 4.3 4.3
学生数 29 27 18 74
受診数 9 3 4 16

　％ 31.0 11.1 22.2 21.6

学生数 115 116 144 123 516

受診数 39 20 21 11 91

　％ 33.9 17.2 14.6 8.9 17.6

参)令和5年度 ％ 23.5 21.7 17.8 6.0 18.5

学部 数 学年

総合科学教育部

(博士後期課程）

医科学研究科

(博士課程）

医科栄養学研究科

（博士後期課程）

保健科学研究科

（博士後期課程）

口腔科学研究科

(博士課程）

口腔科学研究科

（博士後期課程）

薬学研究科

(博士後期課程）

薬学研究科

(博士課程）

先端技術科学教育部

（博士後期課程）

創成科学研究科

（博士後期課程）

計

 
*内科受診者数をもとに算出 
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秋季入学生健康診断 

対象数 受診数 受診率(%) 対象数 受診数 受診率(%) 対象数 受診数 受診率(%)

総合科学部 14 14 100 0 14 14 100
創成科学研
究科

3 3 100 0 3 3 100

医学部 3 2 66.7 0 3 2 66.7
保健科学研
究科

1 0 0.0 0 1 0 0

医学研究科 2 2 100 1 0 0 3 2 66.7
歯学部 0 0 0
口腔科学研
究科

2 1 50.0 0 2 1 50.0

薬学部 0 0 0
薬学研究科 1 1 100 0 1 1 100
理工学部 11 9 81.8 0 11 9 81.8
創成科学研
究科

11 9 81.8 3 2 66.7 14 11 78.6

生物資源産
業学部

0 0 0

創成科学研
究科

1 0 0 0 1 0 0

高等教育研
究センター

6 6 100 0 6 6 100

計 55 47 85.5 4 2 50.0 59 49 83.1

参）令和5年度 32 26 81.3 3 3 100 35 29 82.9

留学生 日本人学生 合計

 
*内科受診者数をもとに算出 
*社会人入学者 11 名については、今年度に現在の勤務先で健康診断を受診済みもしくは、

3 月末までに受診予定である事が確認できたため対象数に含めていない。 
また下記の 7 名も対象数に含めていない。 
・令和 6 年 4 月に研究生として本学に在籍し、今年度の学生定期健康診断を受診した

者 1 名。 
・健診後 3 週間以内に帰国が決定している者 3 名。 
・社会人入学ではないが就業しており、勤務先で健康診断を受ける予定の者 3 名。 
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（３）歯科検診受診状況 

歯科検診は、平成 19 年度より任意検診として実施していたが、令和 3 年度から令和 5 年

度までは新型コロナウイルス感染症の影響を鑑みて中止していた。今年度より再開した。 

総合科学部 医学部 歯学部 薬学部 工学部 理工学部
生物資源
産業学部

計

19 0 0 2 0 76 20 117
3 44 24 17 0 2 0 90
22 44 24 19 0 78 20 207

常三島地区(4/15･4/16)
蔵本地区(4/23･4/24)

計  
＊大学院生については専攻分野を学部に当てはめている。 

 

（４）定期健康診断後の事後指導および経過観察 

健診結果の血圧もしくは尿検査で異常を疑われた場合は、まず再検査を呼びかけ、その

結果等をふまえて、事後指導を実施した。事後指導は、血圧：収縮期血圧 140mmHg 以上

and/or 拡張期血圧 90mmHg 以上、尿検査：蛋白 1＋以上、潜血 1＋以上、糖±以上のいず

れかに該当する場合、健診時の診察所見、胸部レントゲン検査結果を参考にして対象者を

抽出した。令和 6 年度の血圧および尿検査の再検査受診率は、それぞれ 68.2％と 67.2％で

あった。事後指導の未受診者には文書指導を実施することで生活習慣の改善や医療機関受

診勧奨を促した。加えて 12 月に 6 月時に事後指導の対象者となった学生に対して、事後指

導後の経過を診るための「経過観察」受診を呼びかけ、希望者に実施した。 
なお、再検査、事後指導、経過観察の表については、大学院生も専攻分野を学部に当て

はめて加算したものである。 
 
＊事後指導、経過観察の対象基準 

事後指導・経過観察
最高 140 ≦
最低 90 ≦
蛋白 1+ ≦
潜血 1+ ≦ （生理中除く）
尿糖 ± ≦
ウロビリノーゲン 2+ ≦

肥満度 BMI 35 ≦
有所見者で医師判定
要精密（4）・要治療（5）・治療中（6）

血圧

尿

内科
XP  

 
 
 
 

10



再検査 

受診数
有所
見数

％ 再検数 ％ 受診数
有所
見数

％ 再検数 ％

総合科学 548 35 6.4 26 74.3 554 25 4.5 20 80.0
医学 1380 82 5.9 44 53.7 1387 57 4.1 30 52.6
歯学 300 15 5.0 9 60.0 301 9 3.0 3 33.3
薬学 453 24 5.3 17 70.8 455 8 1.8 8 100.0
工学 1 0 0.0 0 0.0 1 1 100.0 1 100.0
理工学 1984 148 7.5 105 70.9 1992 168 8.4 119 70.8
生物資源産業学 379 22 5.8 18 81.8 380 24 6.3 18 75.0

計 5045 326 6.5 219 67.2 5070 292 5.8 199 68.2

学部
尿再検査 血圧再検査

 
 
事後指導（学部 2 年生以上と大学院生） 

対象
者数

受診数
対象
者数

受診数
対象
者数

受診数
対象
者数

受診数
対象
者数

受診数

総合科学 555 29 5.2 13 44.8 9 3 6 4 15 6 1 1 2 1
医学 1388 86 6.2 40 46.5 32 12 14 9 38 16 0 0 7 5
歯学 302 19 6.3 8 42.1 6 3 4 2 9 3 1 1 3 1
薬学 455 20 4.4 10 50.0 1 0 10 6 10 6 1 1 1 0
理工学 2004 157 7.8 39 24.8 67 11 13 6 71 22 4 4 7 0
生物資源産業学 380 20 5.3 5 25.0 9 1 1 0 9 3 1 1 1 1

計 5084 331 6.5 115 34.7 124 30 48 27 152 56 8 8 21 8

血圧 内科 尿 胸部レントゲン ＢＭＩ

学部 対象者数 呼出数 ％ 受診数 ％

 
 
経過観察 

対象者数 受診数 対象者数 受診数
総合科学 8 1 7 0
医学 19 2 23 1
歯学 3 0 4 0
薬学 0 0 2 1
理工学 51 0 50 1
生物資源産業学 8 0 7 0

計 89 3 93 3

学部
血圧 尿
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３．学生特別健康診断 
放射線取扱者に対する健診を例年通り、新規取扱者は 6 月と 11 月の年 2 回、更新者は 9

月と 2 月の年 2 回実施した。令和 6 年度の受診者数は 1,597 名で、令和 5 年度と同程度で

あった。また、学内駅伝大会（電気電子駅伝大会）の出場者に心電図検査等の健診を実施

した。 

学部
放射線取
扱い者

電気電子
駅伝大会
出場者

計

総合科学 0 0 0
医学 1013 0 1013
歯学 62 0 62
薬学 108 0 108
工学 0 0 0
理工学 391 37 428
生物資源産業学 23 0 23

計 1597 37 1634  
＊大学院生は、専攻分野を学部に当てはめて分類し加算している。 

 

心電図検査受診件数 

 

学部
心電図検査
受診件数

総合科学 0
医学 0
歯学 0
薬学 0
工学 0
理工学 37
生物資源産業学 0

計 37  
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４．職員定期健康診断（事後措置） 

職員定期健康診断（外注）は、例年通り 6 月に実施された。定期健康診断後の事後措置

は当保健管理部門が担当しており、令和 6 年度もこれまでと同様に、健診結果で要精査ま

たは要治療となっている対象者に文書や電話による受診勧奨の事後措置を実施した。また、

経過観察の対象者には対面での指導を実施した。がん検診については、例年通り大腸がん

および肺がん検診受診者の精密検査の要否判定を実施した。 

経過観察 経過観察 大腸がん 肺がん
文書指導数 血圧指導数 受診数 受診数

事務局 31 1 15 5
病院 229 2 46 2
常三島事務部 8 1 1 0
蔵本事務部 5 0 1 0
大学院医歯薬学研究部 72 2 39 4
大学院社会産業理工学研究部 41 2 22 1
学内共同教育研究 36 1 36 5
研究連携推進機構 12 0 4 1

計 434 9 164 18

所属　
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５．職員特殊健康診断 

深夜業務、放射線取り扱い業務、有機溶剤取り扱い業務、特定化学物質取り扱い業務お

よび情報機器作業の各従事者に対して、年 2 回の特殊健康診断を実施している。令和 6 年

度の健診受診者数は 2,765 件と例年と同程度であった。 

  

新規 更新

事務局 0 0 0 0 0 3 3

病院 818 157 957 94 29 15 2070

常三島事務部 0 0 0 0 0 0 0

蔵本事務部 0 0 0 0 0 1 1

大学院医歯薬学研究部 0 6 327 13 33 4 383

大学院社会産業理工学研究部 0 2 120 25 20 2 169

学内共同教育研究 0 1 51 38 42 6 138

研究連携推進機構 0 0 0 0 0 1 1

その他 0 0 0 0 0 0 0

計 818 166 1455 170 124 32 2765

　　所 　属　　　

健康診断受診数

計
深夜業務

放射線取り扱い
有機溶剤

特定化学
物質

情報機器
作業

 

 

 
 
 

14



６．職員特定保健指導 

　平成20年度より、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した特定健康診査、

特定保健指導が開始となり、当センターでも職員の生活習慣見直しのサポートを開始した。

特定保健指導には、リスクの程度に応じて、積極的支援と動機づけ支援があり、よりリスク

の高い方が積極的支援となる。

【腹囲】

　　Ａタイプ：腹囲　男性85cm　女性90cm　　Ｂタイプ：Ａ以外でＢＭＩ（肥満度）25以上

【追加リスク】

　　①血圧　　収縮期血圧　130mmHg以上　 または　拡張期血圧　85mmHg以上

　　②血糖　　空腹時血糖　100mg/dl以上（やむをえない場合は随時血糖）

　　　　　　または　ＨbＡ1c　5.6%以上

　　   ③脂質　　　 空腹時中性脂肪　　150mg/dl以上（やむを得ない場合は随時中性脂肪175mg/ｄｌ以上）

　　  　　　　 　または　ＨＤＬコレステロール　40mg/dl未満
　　　④質問票    喫煙あり　

　　　⑤質問票    血圧高値、脂質異常、血糖高値の治療に係る薬剤服用中。

【追加リスクの数】

　　④は①～③までのリスクが1つ以上の時のみカウントする。⑤に該当する場合は対象とならない。

　　Ａタイプ：①～④のうち追加リスク2個以上で積極的支援

　　　　　　　追加リスク1個で動機づけ支援

　　Ｂタイプ：①～④のうち追加リスク3個以上で積極的支援

　　　　　　　追加リスク1個または2個で動機づけ支援

・身体計測（身長・体重・腹囲・血圧）

・対象者が自らの健康状態を自覚し、生活習慣改善の為の

　自主的な取り組みが継続して行われるよう行動目標を作成。

・積極的支援対象者には可能な範囲で日々の体重、歩数を

　記録し、結果を成果票として毎月提出を促す。

3か月以上の継続支援

毎月一度、成果票の提出を受け、
面接、メール、電話、手紙等で支援

3か月後　最終評価：面接または記名式アンケート　（1月）
最終評価として記名式アンケートで
腹囲、体重、生活習慣の改善状況により効果の有無を評価した。

職員定期健康診断　（6月）

対象者抽出　（8月）

積極的支援 動機づけ支援

初回面接：１人20分以上の個別面接　（9月）

特定保健指導とは

支援の方法
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令和 6 年度の積極的支援の対象者は 140 名、動機づけ支援の対象者は 152 名であった。

運動不足やストレスの重なりなどにより生活習慣の乱れが懸念されることから、食事を含

めた生活習慣の改善に向けた保健指導の介入は重要である。そのため、対象者全員に生活

習慣改善を促す文書による指導を実施した。さらに、希望者には対面での保健指導を行い、

対面を希望しない者には、メールや電話等を活用した保健指導を実施した。 

 

〈積極支援〉 

対象者

初回面接後
内服開始に

より対象外と
なった者

人数 人数 率 人数 人数 率
評価
人数

効果
あり

率 人数 率

常三島・新蔵地区 48 4 8.3 0 3 75.0 3 3 100.0 3 75.0

蔵本地区 92 3 7.0 0 2 66.7 2 2 100.0 2 66.7

計 140 7 5.0 0 5 71.4 5 5 100.0 5 71.4

地区
初回面接実施者

初回面接実施後、3ヵ
月継続支援完了者

3ヶ月後評価が出来た者
で効果が見られた者

初回面接実施者中
効果の見られた者

 
 
〈動機づけ支援〉 

対象者

人数 人数 率 人数 率
評価
人数

効果
あり

率 人数 率

常三島・新蔵地区 43 4 9.3 2 50.0 2 2 100.0 2 50.0
蔵本地区 109 7 6.4 5 71.4 5 5 100.0 5 71.4

計 152 11 7.2 7 63.6 7 7 100.0 7 63.6

地区
初回面接実施者

初回面接から3ヵ月後質
問紙提出があった者

3ヶ月後評価が出来た
者で効果が見られた者

初回面接実施者中
効果の見られた者
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７．感染症対策 

 学生の感染症対策として、学部・学科からの依頼を受け、病院内実習において求められ

る感染症対策の基準に準じ、HBV 感染症に関する採血およびワクチン接種を実施している。

令和 6 年度の採血およびワクチン接種の実施件数は、例年とほぼ同程度であった。 
 
＜HB ワクチン接種及び採血＞ 

区分 学部
HBワクチ
ン接種

HBｓ抗原抗
体採血・抗

体採血

総合科学 51 35

医学部 839 571

歯学部 149 101

薬学部 233 158

理工学部 90 61

生物資源産業学部 0 0

医科学研究科(修士課程） 0 0

医科栄養学研究科(博士前期課程） 0 0

保健科学研究科（博士前期課程） 0 6

口腔科学研究科（博士前期課程） 0 0

薬学研究科(博士前期課程） 3 2

創成科学研究科(博士前期課程） 12 22

総合科学教育部(博士後期課程） 0 0

医科学研究科(博士課程） 0 0

医科栄養学研究科（博士後期課程） 0 0

保健科学研究科（博士後期課程） 0 0

口腔科学研究科(博士課程） 0 0

口腔科学研究科（博士後期課程） 0 0

薬学研究科(博士後期課程） 0 0

薬学研究科(博士課程） 0 0

先端技術科学教育部（博士後期課程） 0 0

創成科学研究科（博士後期課程） 0 0
研究 高等教育研究センター 0 0

1377 956

学
部
生

博

士

前

期

・

修

士

博

士

後

期

・

博

士

計  
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また、学生・職員の希望者に対して、毎年秋頃にインフルエンザの予防接種を実施して

いる。令和 6 年度におけるワクチン接種件数は前年度と同程度であった。 
 
 ＜インフルエンザワクチン接種＞ 

総合科学 12

医学部 247

歯学部 55

薬学部 73

理工学部 74

生物資源産業学部 8

医科学研究科(修士課程） 3

医科栄養学研究科(博士前期課程） 11

保健科学研究科（博士前期課程） 15

口腔科学研究科（博士前期課程） 3

薬学研究科(博士前期課程） 4

創成科学研究科(博士前期課程） 33

総合科学教育部(博士後期課程） 0

医科学研究科(博士課程） 3

医科栄養学研究科（博士後期課程） 2

保健科学研究科（博士後期課程） 2

口腔科学研究科(博士課程） 9

口腔科学研究科（博士後期課程） 0

薬学研究科(博士後期課程） 2

薬学研究科(博士課程） 1

先端技術科学教育部（博士後期課程） 0

創成科学研究科（博士後期課程） 4

研究 高等教育研究センター 0

561

142

6

50

蔵本事務部 10

大学院医歯薬学研究部 28

大学院社会産業理工学研究部 145

学内共同教育研究 103

研究連携推進機構 56

その他 0

540

1101

学
生

学
部
生

博
士
前
期
・
修
士

博
士
後
期
・
博
士
課
程

小計

教
職
員

小計

合計

事務局

病院

常三島事務部
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８．学内行事での救護活動 

大学や学部などからの依頼により、入試や各種イベントなどの学内行事において救護対

応を実施している。令和６年度の救護日数および救護対応者数は、例年とほぼ同程度であ

った。 

 
〈学内〉 

日数 救護者 日数 救護者

大学入試共通テスト 2 2

前期試験 2 0 2 1

後期試験 1 0 1 0

推薦入試等 4 0 4 0

科学体験フェスティバル 2 1

大学祭等 2 0 2 0

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ 4 0 5 0

17 3 14 1計

行事内容
常三島 蔵本

入
試
関
係

イ
ベ
ン
ト
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９．産業保健活動 

徳島大学の安全衛生管理体制の中で産業保健活動を実施している。 
常三島地区の産業医として井﨑、衛生管理者として西尾、蔵本地区産業医として曽我部

が選任されている。 
  
産業医（井﨑）業務 

  職場巡視（常三島地区） 
  安全衛生委員会（常三島地区） 

安全衛生管理推進会（全地区） 
  長期休業者職場復帰支援（常三島・蔵本・新蔵地区） 
  ストレスチェック実施と面接指導（常三島・蔵本（病院除く）・新蔵地区） 
  長時間労働者面接指導（常三島・蔵本（病院除く）・新蔵地区） 
 
産業医（曽我部）業務 

  職場巡視（蔵本地区） 
安全衛生委員会（蔵本地区） 
安全衛生管理推進会（全地区） 
総括安全衛生管理者等による合同パトロール（蔵本地区） 

  長期休業者職場復帰支援（蔵本地区） 
  長時間労働者面接指導（蔵本地区） 
 
衛生管理者（西尾）業務 

  職場巡視（常三島地区） 
安全衛生委員会（常三島地区） 
安全衛生管理推進会（全地区） 
重点巡視（常三島地区） 
喫煙場所巡視（常三島地区） 
喫煙場所特別巡視（常三島地区） 
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面接指導・復帰支援面談件数 

常三島 新蔵 蔵本 計 令和5年度
長時間労働 2 4 1 7 5
高ストレス 3 2 1 6 11

27 24 27 78 66
32 30 29 91 82

職員所属地区

面接
指導

職場復帰支援（両立支援含む）
計  

 面接指導件数は高ストレス者において令和 5 年度より少なかった。長期休業者職場復帰

支援面談件数は令和 3 年度をピークに漸減していたが、令和 6 年度は前年度より増加した。 
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１０．常三島地区利用状況 

学生の内科・外科・婦人科等のフィジカル系の診療数は、令和 6 年度に 187 件となり、

前年度より 20 件の増加となった。一方、メンタル系の診療数は 367 件で、前年度とほぼ同

程度であった。診療を除く項目別での利用状況は、メールや電話や来所による健康相談に

関するものが最も多く、次いで健康診断証明書や診断書や紹介状などの各種書類に関する

ものとなっている。また、月別の利用では 4 月が最多、次いで 5 月が多くなっている。 
 
 （１）学生利用状況―学部別 

フィジ
カル

メン
タル

診療計
健康診
断証明

書

健診
結果
表

紹介
状

診断
書

書類計 来所
メール、

電話

総合科学 36 70 106 53 0 4 5 62
医学部 25 4 29 92 0 0 4 96
歯学部 2 1 3 25 0 0 0 25
薬学部 2 0 2 36 0 1 0 37
理工学部 63 187 250 36 0 10 4 50
生物資源産業学部 33 32 65 10 0 3 2 15
医科学研究科(修士課程） 0 0 0 1 0 0 0 1
医科栄養学研究科(博士前期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0
保健科学研究科（博士前期課程） 0 0 0 3 0 0 0 3
口腔科学研究科（博士前期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学研究科(博士前期課程） 0 1 1 3 0 0 0 3
創成科学研究科(博士前期課程） 21 71 92 50 0 1 3 54
総合科学教育部(博士後期課程） 0 1 1 0 0 0 0 0
医科学研究科(博士課程） 0 0 0 0 0 0 0 0
医科栄養学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0
保健科学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0
口腔科学研究科(博士課程） 0 0 0 1 0 0 0 1
口腔科学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学研究科(博士後期課程） 0 0 0 8 0 0 0 8
薬学研究科(博士課程） 0 0 0 0 0 0 0 0
先端技術科学教育部（博士後期課程） 1 0 1 0 0 0 0 0
創成科学研究科（博士後期課程） 4 0 4 1 0 0 0 1

研究 高等教育研究センター 0 0 0 0 0 0 0 0
187 367 554 319 0 19 17 355 706 915 48 9 3 11 0

11 0

博

士

前

期

・

修

士

博

士

後

期

・

博

士

計

総計

2601

実験
用採
血

衛生
材料

その
他

学
部
生

706 915 48 9 3

利用区分

診療 書類 相談、問合せ
休養
室利
用

急患
救護
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（２）学生利用状況―月別 

フィジ
カル

メン
タル

診療計
健康診
断証明

書

健診結
果表

紹介
状

診断
書

書類計 来所
メール、

電話

4月 26 33 59 88 0 2 1 91 163 298 10 0 0 2 0 623
5月 39 34 73 58 0 3 0 61 119 83 10 4 1 3 0 354
6月 19 28 47 40 0 4 0 44 92 50 4 0 0 2 0 239
7月 31 40 71 10 0 2 4 16 85 33 11 1 1 2 0 220
8月 6 31 37 14 0 0 2 16 24 19 3 0 0 0 0 99
9月 5 27 32 17 0 1 0 18 22 15 0 0 0 2 0 89
10月 12 30 42 2 0 1 1 4 40 88 3 0 0 0 0 177
11月 12 27 39 17 0 0 2 19 28 80 1 2 0 0 0 169
12月 13 31 44 18 0 0 1 19 38 74 1 0 1 0 0 177
1月 9 30 39 6 0 1 0 7 31 39 1 1 0 0 0 118
2月 8 32 40 17 0 2 5 24 24 36 3 0 0 0 0 127
3月 7 24 31 32 0 3 2 37 40 100 1 0 0 0 0 209
計 187 367 554 319 0 19 18 356 706 915 48 8 3 11 0 2601

実験
用採
血

衛生
材料

その
他

総計
利用
区分

診療 書類 相談、問合せ
休養
室利
用

急患
救護

 
 
 
 
（３）職員利用状況 
令和 6 年度の職員の内科・外科・婦人科等のフィジカル系の診療数およびメンタル系の

診療数は、前年度に比べわずかに減少した。診療を除く項目別での利用状況は、職場復帰

支援や関係者のコンサルテーションによる相談に関するものが最も多く、次いで診断書や

意見書などの書類に関するものとなっている。 
 

フィ
ジカ
ル

メン
タル

診療
計

職場復
帰支援

関係者
コンサ
ルテー
ション

健康診
断証明

書

健診
結果
表

紹
介
状

診断
書・意
見書

書類
計

令和6年度 19 20 39 52 12 0 0 0 52 52 4 4 5 168

実験用
採血

総計利用区分

診療 相談 書類

休養室
利用

急患
救護
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（４）学生・職員の健康機器利用状況  
常三島保健管理部門では、ヘルスチェックルームに体組成計、身長体重計、血圧計、視

力計等を設置し、健康管理に役立ててもらう目的で、来所者が自由に利用できるようにし

ている。令和 6 年度は 938 件の利用があった。以下は、各計測機器の利用件数を合計し、

月別に集計したものである。 
 

 

 

4月 82
5月 134
6月 144
7月 152
8月 66
9月 112
10月 47
11月 61
12月 54
1月 44
2月 26
3月 16
計 938

令和6年度利用区分
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１１．蔵本地区利用状況 

令和 6 年度の学生の内科・外科・婦人科等のフィジカル系の診療数は、前年度と比べ、

31 件増加した。一方、メンタル系の診療数は前年度と比べ、59 件減少した。そのため総診

療数は前年度と比べ 28 件減少した。蔵本ではフィジカル系の利用がメンタル系の利用の 3
倍強となった。 
 
（１） 学生利用状況―学部別 

フィジ
カル

メン
タル

診療
計

健康
診断
証明
書

健診結
果表

紹介状

診断
書・
意見
書

書類計 来所
メール、

電話

総合科学 0 0 0 0 0 0 0 0
医学部 96 32 128 25 0 2 3 30
歯学部 34 0 34 1 0 1 0 2
薬学部 25 10 35 2 0 2 3 7
理工学部 0 0 0 0 0 0 0 0
生物資源産業学部 0 0 0 0 0 0 0 0
医科学研究科(修士課程） 0 2 2 0 0 0 0 0
医科栄養学研究科(博士前期課程） 1 0 1 0 0 0 0 0
保健科学研究科（博士前期課程） 1 0 1 0 0 0 0 0
口腔科学研究科（博士前期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学研究科(博士前期課程） 6 2 8 1 0 0 0 1
創成科学研究科(博士前期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0
総合科学教育部(博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0
医科学研究科(博士課程） 0 0 0 0 0 0 0 0
医科栄養学研究科（博士後期課程） 1 1 2 0 0 0 0 0
保健科学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0
口腔科学研究科(博士課程） 1 0 1 0 0 0 0 0
口腔科学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学研究科(博士後期課程） 1 2 3 0 0 0 0 0
薬学研究科(博士課程） 0 0 0 0 0 0 0 0
先端技術科学教育部（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0
創成科学研究科（博士後期課程） 0 1 1 0 0 0 0 0

研究 高等教育研究センター 0 0 0 0 0 0 0 0
166 50 216 29 0 5 6 40 148 124 65 5 0 0 0

総計

598

学
部
生

衛生
材料

その
他

急患
救護

実験
用採
血

利用区分

診療 書類 相談、問合せ
休養
室利
用

0

博

士

前

期

・

修

士

博

士

後

期

・

博

士

課

程

0 0

計

148 124 65 5
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（２） 学生利用状況―月別 

フィジ
カル

メン
タル

診療
計

健康
診断
証明
書

健診
結果
表

紹介
状

診断
書・意
見書

書類
計

来所
メール、

電話

４月 13 3 16 2 0 0 1 3 25 48 4 0 0 23 0 0 119
５月 22 2 24 2 0 1 0 3 20 17 9 0 0 21 0 0 94
６月 21 4 25 0 0 0 0 0 11 9 6 0 0 30 0 0 81
７月 14 6 20 13 0 0 0 13 12 8 6 0 0 46 0 0 105
８月 9 3 12 0 0 0 0 0 6 1 4 1 0 10 0 0 34
９月 11 5 16 2 0 1 0 3 4 6 4 3 0 28 0 0 64
１０月 17 2 19 9 0 0 0 9 33 14 12 1 0 44 0 0 132
１１月 19 6 25 0 0 0 1 1 7 6 8 0 0 26 0 0 73
１２月 13 5 18 1 0 1 0 2 7 4 6 0 0 24 0 0 61
１月 12 5 17 0 0 0 0 0 5 4 1 0 0 38 0 0 65
２月 11 6 17 0 0 2 3 5 8 5 4 0 0 40 0 0 79
３月 4 3 7 0 0 0 1 1 10 2 1 0 0 20 0 0 41
計 166 50 216 29 0 5 6 40 148 124 65 5 0 350 0 0 948

総計
利用
区分

診療 書類 健康相談
休養
室利
用

急患
救護

実験
用採
血

機器
利用

衛生
材料

その
他

 
 
 
 
（３） 職員利用状況 
令和 6 年度の職員の総利用件数は、フィジカル系の診療数・職場復帰支援の相談数・各

種書類の発行数の増加に伴い、前年度に比べ増加した。 

フィ
ジカ
ル

メンタ
ル

診療
計

職場復
帰支援

関係者
コンサ
ルテー
ション

健康
診断
証明
書

健診
結果
表

紹介
状

診断
書・意
見書

書類
計

令和6年度 15 4 19 28 1 0 0 1 25 26 6 0 0 80

急患
救護

総計
実験
用採
血

休養
室利
用

利用区分

診療 相談 書類
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（４）学生・職員の健康機器利用状況  
蔵本保健室では、体組成計、身長体重計、血圧計、視力計等を設置し、健康管理に役立

ててもらう目的で、来所者が自由に利用できるようにしている。令和 6 年度は 350 件の利

用があった。以下は、各計測機器の利用件数を合計し、月別に集計したものである。 
 

 

4月 23
5月 21
6月 30
7月 46
8月 10
9月 28
10月 44
11月 26
12月 24
1月 38
2月 40
3月 20
計 350

利用区分 令和6年度
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１２.学生フィジカルヘルス関連 

常三島保健管理部門および蔵本保健室で「フィジカル系の診療」を受診した学生の診

断別件数を示す。受診者の診断内訳をみると、けがなどによる損傷等、消化器系疾患、

呼吸器系疾患などの割合が多くを占めている。 

常三島 蔵本

1 2

0 0

0 1

0 1

4 0

7 12

1 1

2 0

2 2

10 18

18 28

18 11

13 1

11 12

0 0

0 0

0 0

27 23

46 38

0 0

27 16

187 166

フィジカル系の診断

感染症及び寄生虫症

新生物＜腫瘍＞

神経系の疾患

眼及び付属器の疾患

耳及び乳様突起の疾患

血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害

内分泌，栄養及び代謝疾患

精神及び行動の障害

傷病及び死亡の外因

皮膚及び皮下組織の疾患

筋骨格系及び結合組織の疾患

腎尿路生殖器系の疾患

循環器系の疾患

呼吸器系の疾患

消化器系の疾患

妊娠，分娩及び産褥

周産期に発生した病態

先天奇形，変形及び染色体異常

症状，徴候及び異常臨床・検査所見で他に分類されないもの

損傷，中毒及びその他の外因の影響

健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用

計

総計 353  
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１３.学生メンタルヘルス関連  

（１）こころの相談室受診状況 

常三島保健管理部門および蔵本保健室の「こころの相談室」を受診した学生の診断別

実数を示す。受診学生の実数については年度による変動があり、概ね約 60 名～80 名で

あったが、令和 4 年度に 94 名と増加、令和 5 年度については 78 名と例年並みとなり、

令和 6 年度については 88 名と前年度より増加した。受診者の診断の内訳をみると、神

経症性障害、気分障害が多い傾向は例年同様で、次いで F8 と F9 を合わせた発達障害

の占める割合が多くなっている。また、令和 6 年度については、特定の疾患の診断がつ

かない「その他」の相談者が、前年度 7 名に対して 14 名と増加しており、早めの相談

で利用した学生が多かったことが伺える。 

常三島 蔵本 総計

F0　症状性・器質性精神障害 0 1 1

F1 精神作用物質による精神障害 0 0 0

F2 統合失調症圏 0 0 0

F3 気分障害 14 6 20

F4 神経症性障害 26 8 34

F5 生理的障害 1 3 4

F6 パーソナリティ障害 0 0 0

F8 広汎性発達障害圏 7 1 8

F9　小児・青年期の行動情緒障害 7 0 7

その他 8 6 14

63 25 88

367 50 417

精
神
医
学
的
診
断

計（人数）

計（面接件数）  
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学部別受診状況 

 学部生と対応する学部の大学院生の受診者数を合わせたものを学部別受診者数とし

て示す。受診者数では例年同様、理工学部が最も多いが、在籍者数から見ると、生物資

源産業学部の受診率が最も高く、次いで薬学部、総合科学部の順となっている。令和 2 年

度までは総合科学部の受診率が最も高かったが、令和 3 年度以降は生物資源産業学部が最

も高い状態が続いている。 

常三島 蔵本 総計
総合科学部 16 0 16

医学部 3 14 17
歯学部 1 0 1
薬学部 1 10 11
工学部 0 0 0

理工学部 31 0 31
生物資源産業学部 11 1 12

その他 0 0 0
計（人数） 63 25 88  

 ＊大学院生については専攻分野を学部に当てはめて分類し加算。 

 

関係者のみの相談利用 

 学生本人の利用には至っていないが、関係者（保護者や教員）のみが学生について相

談利用した数を示している。利用数は前年度同様である。 

常三島 蔵本 総計

4 1 5

6 1 7

関係者のみの相談（保護者・教員）（人数）

面接件数
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（２）新入生メンタルヘルス健診実施状況 

平成 20 年度から、新入生の健診時に、自記式の質問紙によるメンタルヘルス健診を

実施している。質問紙の回答の結果がカットオフを超えていた者を二次健診対象者とし

て、面接を呼びかけて精神保健指導を行っている。 

質問紙は平成 26年度までは GHQ28 を、27 年度から UPI を使用している。UPI では 60

点満点中「総得点が 30 点を越える者」、「得点にかかわらず自殺念慮が見られる者」を

二次健診対象とし、対象者への呼びかけは、令和 3 年度からはメールで行っている。1

回目のメール連絡には反応が少なかったため、2回目の連絡を行った。 

全体の平均得点は例年と変わりなく、二次健診対象者も例年同様の 7.5％であった。

二次健診対象者中の面接数前年同様であったが、対象者数に占める割合は 15％で、前

年度の19％より減少した。面接時の状態によって必要と思われる支援や連携を行った。 

 

対象者数 対象者率 面接数
要留意学

生数
令和6年度 1339 1327 99% 11.3 99 7.5% 15 8
前年度 1362 1323 97% 11.3 75 5.7% 14 7

二次健診結果
学生数 受診者数

受診率
（回収率）

平均得点
二次健診対象者
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１４．学生健康診断証明書 

学生の健康診断証明書は、保健管理センターの窓口及び学務部に設置している自動発行

機で発行している。蔵本の保健管理センター窓口でも発行が可能となったため、令和 6 年

度より分けて記載している。 
 

保健管理センター発行分（常三島） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

総合科学 15 13 5 1 2 2 1 1 3 0 4 6
医学部 6 9 19 5 5 7 0 12 5 2 4 18
歯学部 2 2 5 3 4 0 0 0 5 0 4 0
薬学部 22 11 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0
理工学部 9 10 4 0 3 2 0 0 0 3 3 2
生物資源産業学部 6 1 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0
医科学研究科(修士課程） 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医科栄養学研究科(博士前期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
保健科学研究科（博士前期課程） 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
口腔科学研究科（博士前期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学研究科(博士前期課程） 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
創成科学研究科(博士前期課程） 17 12 4 1 0 4 1 2 3 0 1 5
総合科学教育部(博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医科学研究科(博士課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医科栄養学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
保健科学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
口腔科学研究科(博士課程） 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
口腔科学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学研究科(博士後期課程） 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
薬学研究科(博士課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
先端技術科学教育部（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
創成科学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

研究高等教育研究センター 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
88 58 40 10 14 17 2 17 18 6 17 32

学
部
生

博

士

前

期

・

修

士

博

士

後

期

・

博

士

小計
319合計
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自動発行機発行分（常三島） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

総合科学 13 17 6 3 2 2 4 3 2 11 3 5
医学部 0 3 1 3 0 0 0 0 0 0 0 3
歯学部 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1
薬学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
理工学部 5 22 9 15 9 2 5 4 5 2 14 17
生物資源産業学部 0 7 2 6 2 1 1 0 0 1 1 7
医科学研究科(修士課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医科栄養学研究科(博士前期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
保健科学研究科（博士前期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
口腔科学研究科（博士前期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学研究科(博士前期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
創成科学研究科(博士前期課程） 11 38 20 14 8 4 12 5 23 19 17 31
総合科学教育部(博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医科学研究科(博士課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医科栄養学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
保健科学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
口腔科学研究科(博士課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
口腔科学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学研究科(博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学研究科(博士課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
先端技術科学教育部（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
創成科学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

研究高等教育研究センター 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
29 87 38 41 21 9 22 12 31 33 37 65

学
部
生

博

士

前

期

・

修

士

博

士

後

期

・

博

士

小計
合計 425
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保健管理センター発行分（蔵本） 

 
 

自動発行機発行分（蔵本） 

 

                

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

総合科学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医学部 2 0 0 12 0 2 9 0 0 0 0 0
歯学部 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
薬学部 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
理工学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
生物資源産業学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医科学研究科(修士課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医科栄養学研究科(博士前期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
保健科学研究科（博士前期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
口腔科学研究科（博士前期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学研究科(博士前期課程） 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
創成科学研究科(博士前期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
総合科学教育部(博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医科学研究科(博士課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医科栄養学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
保健科学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
口腔科学研究科(博士課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
口腔科学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学研究科(博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学研究科(博士課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
先端技術科学教育部（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
創成科学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

研究高等教育研究センター 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 2 0 13 0 2 9 0 1 0 0 0

博

士

後

期

・

博

士

学
部
生

博

士

前

期

・

修

士

小計
合計 29

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

総合科学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医学部 32 11 127 92 5 2 24 16 34 8 38 58
歯学部 0 0 8 8 0 0 0 2 9 3 10 1
薬学部 0 9 1 1 0 1 2 5 0 1 6 4
理工学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
生物資源産業学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医科学研究科(修士課程） 4 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医科栄養学研究科(博士前期課程） 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 1 2
保健科学研究科（博士前期課程） 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2
口腔科学研究科（博士前期課程） 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0
薬学研究科(博士前期課程） 2 3 1 0 2 0 1 2 0 4 5 4
創成科学研究科(博士前期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
総合科学教育部(博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医科学研究科(博士課程） 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
医科栄養学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
保健科学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
口腔科学研究科(博士課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
口腔科学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学研究科(博士後期課程） 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2
薬学研究科(博士課程） 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
先端技術科学教育部（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
創成科学研究科（博士後期課程） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

研究高等教育研究センター 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
42 25 140 104 8 6 27 26 45 17 62 75

博

士

後

期

・

博

士

小計
合計 577

学
部
生

博

士

前

期

・

修

士
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  訂正のお知らせ 
 
令和 5 年度の学生健康診断証明書の発行数に関して下記の誤りがございました。お詫び

して訂正します。以下の誤りは令和 7 年 10 月に訂正済みです。 
29 ページ 3行目 

（誤）令和 5年度の発行数は 3,213 枚であった。 

（令和 4 年度までは自動発行機発行分は件数計算、令和 5 年度からは枚数計算） 

（正）令和 5 年度の発行数は 1,720 枚であった。 
 
29 ﾍﾟｰｼﾞ 自動発行機発行分  

 
30 ﾍﾟｰｼﾞ 全発行分 
 

 
 
 
 
 
 
 

（誤） （正）
総合
科学

医学 歯学 薬学 工学
理工
学

生物
資源

合計
（枚）

総合
科学

医学 歯学 薬学 工学
理工
学

生物
資源

合計
（枚）

4月 159 65 20 38 0 93 39 414 4月 33 49 12 20 0 51 21 186
5月 2 3 2 10 0 18 1 36 5月 2 3 2 8 0 10 1 26

6月 110 399 12 12 0 116 15 664 6月 18 131 8 10 0 48 11 226
7月 7 190 43 4 0 39 13 296 7月 5 74 25 4 0 17 7 132
8月 0 132 23 2 0 129 2 288 8月 0 46 9 2 0 29 2 88

9月 3 37 4 5 0 17 2 68 9月 3 13 4 3 0 15 2 40
10月 3 53 0 1 0 25 1 83 10月 3 19 0 1 0 19 1 43
11月 0 25 9 0 0 17 1 52 11月 0 15 5 0 0 11 1 32

12月 2 72 19 2 0 66 1 162 12月 2 42 13 2 0 28 1 88
1月 35 8 13 11 0 47 3 117 1月 9 8 7 7 0 31 3 65

2月 43 66 3 57 4 55 10 238 2月 15 36 3 47 2 37 6 146
3月 27 137 19 13 0 98 32 326 3月 15 83 13 9 0 42 18 180
合計 391 1187 167 155 4 720 120 2744 合計 105 519 101 113 2 338 74 1252

（誤） （正）
総合
科学

医学 歯学 薬学 工学
理工
学

生物
資源

合計
（枚）

総合
科学

医学 歯学 薬学 工学
理工
学

生物
資源

合計
（枚）

4月 172 78 24 49 0 117 42 482 4月 46 62 16 31 0 75 24 254
5月 31 46 14 36 0 41 21 189 5月 31 46 14 34 0 33 21 179

6月 117 432 13 12 0 122 17 713 6月 25 164 9 10 0 54 13 275
7月 8 203 50 7 0 42 13 323 7月 6 87 32 7 0 20 7 159
8月 0 133 23 2 0 133 10 301 8月 0 47 9 2 0 33 10 101

9月 5 39 5 6 2 20 2 79 9月 5 15 5 4 2 18 2 51
10月 5 54 0 1 1 26 5 92 10月 5 20 0 1 1 20 5 52
11月 0 27 10 0 0 18 2 57 11月 0 17 6 0 0 12 2 37

12月 2 75 23 4 0 69 1 174 12月 2 45 17 4 0 31 1 100
1月 35 8 14 11 0 48 4 120 1月 9 8 8 7 0 32 4 68

2月 46 75 4 69 4 57 11 266 2月 18 45 4 59 2 39 7 174
3月 30 160 23 17 0 140 46 416 3月 18 106 17 13 0 84 32 270
合計 451 1330 203 214 7 833 174 3212 合計 165 662 137 172 5 451 128 1720
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１５．健康教室 

学生・教職員の健康増進の取り組みの一環として、令和 6 年度も健康教室を 4 回開催し

た。今後も学生・教職員の健康増進維持の観点から積極的に健康教室を開催したいと考え

ている。 

日付 内容 参加人数 合計
１回 7月5日 14：00～16：00 アルコールパッチテスト 6
２回 10月17日 14：00～16：00 骨密度 8
３回 2月13日 14：00～16：00 肺機能検査 5
４回 3月3日 11：30～13：00 肺機能検査(蔵本） 4

特別企画 11月１日～11月30日 特別企画ウォーキングチャレンジ2024 37

60

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

36



１６．年間主要行事 

令和 6年度 

月 学　生　業　務 職　員　業　務
新入生定期健康診断 特殊健診：放射線取り扱い者健康診断（病院診療用）

在校生定期健康診断 

再検査（血圧・尿）

HBs抗原抗体検査(麻疹・風疹・水痘・ムンプスを含む)

(総3,4,M1,M2･医1･栄1･看1,3編入･放1･検1･助M1･歯1,3編入･口1･薬１・医光1）

新入生精神健康調査有所見者面接

インカレ出場者対象臨時健康診断

HBs抗原抗体検査(麻疹・風疹・水痘・ムンプスを含む)

(総3,4,M1,M2･医1･栄1･看1,3編入･放1･検1･助M1･歯1,3編入･口1･薬１・医光1）

１回目ＨＢワクチン接種

(総3,4,M1,M2･医1･栄1･看1,3編入･放1･検1･助M1･歯1,3編入･口1･薬１・医光1）

インカレ出場者対象臨時健康診断

定期健康診断事後指導

2回目ＨＢワクチン接種

(総3,4,M1,M2･医1･栄1･看1,3編入･放1･検1･助M1･歯1,3編入･口1･薬１・医光1）

新入生精神健康調査有所見者面接

2回目ＨＢワクチン接種 特殊健診：有害業務従事者健康診断（第1回）

(総3,4,M1,M2･医1･栄1･看1,3編入･放1･検1･助M1･歯1,3編入･口1･薬１・医光1） 特殊健診：情報機器作業従事者健康診断

新入生精神健康調査有所見者面接

定期健康診断有所見者文書指導

特定保健指導

6

オープンキャンパス救護

7

健康教室１回目(アルコールパッチテスト）

8

特殊健診：放射線取り扱い者健康診断（更新）
オープンキャンパス救護

科学体験フェスティバル救護

第54回　中国・四国大学保健管理研究集会（鳥取大学）

9
特殊健診：放射線取り扱い者健康診断（更新）

前期業務整理

4

5

特殊健診：放射線取り扱い者健康診断（新規）

特殊健診：放射線取り扱い者健康診断（新規）
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月 学　生　業　務 職　員　業　務

3回目ＨＢワクチン接種

(総3,4,M1,M2･医1･栄1･看1,3編入･放1･検1･助M1･歯1,3編入･口1･薬１・医光1）

推薦入試救護

秋季入学健康診断

秋季入学健康診断再検査

定期健康診断経過観察

電気電子駅伝大会出場者健康診断

秋季入学健康診断再検査 特殊健診：有害業務従事者健康診断（第2回）

定期健康診断経過観察 特殊健診：深夜業務従事者健康診断

電気電子駅伝大会出場者健康診断 職員定期健康診断有所見者経過観察

駅伝健診の再検査及び医療機関紹介

HBs抗体検査

(総3,4,M1,M2･医1･栄1･看1,3編入･放1･検1･助M1･歯1,3編入･口1･薬１・医光1）

胃がん検診（40才以上）

子宮がん検診（女子職員希望者）

大腸がん検診（希望者）

喀痰細胞診検査（希望者）

がん検診判定（大腸がん・喀痰細胞診）

推薦入試救護

私費留学生入試救護

前期入学試験救護

令和7年度学生定期健康診断

令和7年度学生定期健康診断再検査

後期入学試験救護

インフルエンザ予防接種実施（希望者）

健康教室2回目(骨密度）

大学入試共通テスト救護（第1日程・第2日程）

10

学祭救護（常三島）

インフルエンザ予防接種実施（希望者）

第62回　全国大学保健管理研究集会（神戸大学）

一般社団法人国立大学保健管理施設協議会総会

3
健康教室4回目（肺機能検査(蔵本））

　公益社団法人全国大学保健管理協会中国四国地方部会幹事会（書面審議）

11

学祭救護（蔵本）

健康教室特別企画（ウォーキングチャレンジ）

特殊健診：放射線取り扱い者健康診断（新規）

12

1

健康教室3回目（肺機能検査）

放射線取り扱い者健康診断（更新）

公益社団法人全国大学保健管理協会中国四国保健看護運営委員会

全国大学保健管理協会中国四国地方部会意見交換会

2

放射線取り扱い者健康診断（更新）

本年度業務整理  
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Ⅱ．総合相談部門 

１．利用状況 

（１）学生相談利用状況 
  

全体の来談者数は 212人となり、前年度の 205人とほぼ変わらない人数となった。前年度同様、

「人間関係」と「精神面」の問題の解決を求めて来談する学生の人数が多く、コロナ禍（令和 2

年度及び令和 3年度）以前の傾向に戻っている。 

 学部においては、「理工学部」、「総合科学部」、及び「医学部」の利用者が多かった。 

 「理工学部」は、在籍学生数が圧倒的に多いことに加え、単に理系科目が得意であるという

理由で進学してくる学生が多く、そのような学生は専門科目の修学意欲を維持することが困難

になりやすい。これらの背景により利用人数が多くなったと考えられる。 

 一方、「総合科学部」は、大学に入ってから自分のやりたいことを探したいという動機をもっ

て入学する学生が多く、他学部と比べて悩みが深く、拡がりやすいことから、利用人数が多く

なったと考えられる。 

 加えて、「医学部」では、個人的な精神面での問題での来談者が増加した。今後もこの傾向が

続くのかを注視する必要がある。 

 大学院においては、「創成科学研究科」の来談者が最も多かった。令和 2年 4月に設置された

「創成科学研究科」は、常三島地区全体の大学院であることから、最も多い状況が継続すると

予想される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 修学･履修 留年･不登校 進路･就職 経済的 人間関係 精神面 健康面 人権 悪質商法 その他 合計

総合科学部 4 6 8 6 11 35

医学部 4 1 9 16 1 31

歯学部 1 1 15 1 1 19

薬学部 4 3 4 4 1 16

理工学部 9 10 7 9 9 5 1 1 51

生物資源産業学部 1 1 1 3 6 2 14

その他(不明学部等) 0

学部合計 23 18 20 0 46 47 2 8 1 1 166

総合科学教育部 0

医学研究科 1 1 2

医科栄養学研究科 1 1 1 3

保健科学研究科 1 1 2

口腔科学研究科 2 2 4

薬学研究科 1 1 2

先端技術科学教育部 0

創成科学研究科 2 2 3 1 8 10 5 1 1 33

その他(不明学部等) 0

大学院合計 2 3 3 1 14 11 1 9 1 1 46

合計 25 21 23 1 60 58 3 17 2 2 212
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（２）相談内容別職員相談利用状況 

  

全体の来談者数は 42人であり、前年度の 31人の約 1.4倍となった。ただし、前々年度は 44

人であったので、令和 6年度が特別に多かったということではない。所属別で見ると、「共同教

育研究施設」、「事務局」及び「病院」が多かった。相談内容別で見ると、圧倒的に「人権」問題

の解決を求めて来談する教職員が多く、「人権」の相談の増減が全体の来談者数の増減に大きな

影響を与えている。ハラスメント概念はかなり浸透している。本学含め、社会におけるハラス

メントに関する問題意識は年々高まっていることから、今後も「人権」の相談は多いことが予

想される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 人間関係 就労環境 雇用条件
職業将来

設計
人権 精神面

自分の

性格等
家族 その他 合計

総合科学部 1 1 1 3

医学部 1 1 1 3

歯学部 1 2 3

薬学部 3 3

理工学部 3 1 4

生物資源産業学部 1 1 2

共同教育研究施設 3 1 1 1 1 7

病院 1 3 1 1 6

事務局 2 4 1 7

教養教育院 1 1

ポストLEDフォトニクス研究所 1 1

その他(学外等) 1 1 2

不明 0

合計 6 4 0 1 17 7 2 2 3 42
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２．活動報告

令和６年度
月 対象者 行事 内容

4 学生 ･教職員･
保護者

「キャンパスライフ健康支援センター利用案内」
発行

キャンパスライフ健康支援センターの利用案内及び活動内容を周知

（理工学部）新入生オリエンテーション
新入生を対象のオリエンテーション（学生時代の悩み・総合相談部門の紹介）
を実施（井ノ崎専任教員）

（総合科学部）新入生オリエンテーション
新入生を対象のオリエンテーション（学生時代の悩み・総合相談部門の紹介）
を実施（後藤専任教員）

（生物資源産業学部）新入生オリエンテーション
新入生を対象のオリエンテーション（学生時代の悩み・総合相談部門の紹介）
を実施（井ノ崎専任教員）

（医学部）新入生オリエンテーション
新入生を対象のオリエンテーション（学生時代の悩み・総合相談部門の紹介）
を実施（後藤専任教員）

（歯学部・薬学部）新入生オリエンテーション
新入生対象の入門講座（学生時代の悩みと総合相談部門の紹介）を実施
（糸林専任教員）

新入生･学生
マルチ商法及びカルト問題の注意喚起のリーフ
レットを作成･配布

新入生に配布する悪質商法及びカルト問題の注意喚起のリーフレットを作成
し、配布

学生 「ほっと」の会 学生対象のグループ活動を実施（井ノ崎専任教員）

ほっとカフェ 学生同士の交流を深める茶話会を実施〔常三島地区1回〕（後藤専任教員）

5 学生 「ほっと」の会 学生対象のグループ活動を実施（井ノ崎専任教員）

ほっとカフェ 学生同士の交流を深める茶話会を実施〔常三島地区2回〕（後藤専任教員）

学生・教職員 ゲートキーパー養成講座 学生及び教職員向け予防啓発活動を実施（糸林専任教員）

6 教職員

令和6年度第1回メンタルヘルスミーティング
保健管理部門と総合相談部門，アクセシビリティ支援部門との情報交換及び
事例についてカウンセラー等が意見交換

学生 「ほっと」の会 学生対象のグループ活動を実施（井ノ崎専任教員）

ほっとカフェ 学生同士の交流を深める茶話会を実施〔常三島地区2回〕（後藤専任教員）

蔵本グループワーク(こころメンテ講座)
オンライン配信

学生対象のグループ活動を実施（糸林専任教員）

7 学生 「ほっと」の会 学生対象のグループ活動を実施（井ノ崎専任教員）

ほっとカフェ 学生同士の交流を深める茶話会を実施〔常三島地区2回〕（後藤専任教員）

学生・教職員 ゲートキーパー養成講座 学生及び教職員向け予防啓発活動を実施（糸林専任教員）

教職員
徳島大学病院職員対象ハラスメント研修
「働きやすい職場環境づくりとしてのハラスメント予
防と対応」

病院現場でのハラスメント予防と対応に関する講義を実施（井ノ崎専任教員）

10 学生 「ほっと」の会 学生対象のグループ活動を実施（井ノ崎専任教員）

ほっとカフェ 学生同士の交流を深める茶話会を実施〔常三島地区2回〕（後藤専任教員）

蔵本グループワーク(こころメンテ講座)
オンライン配信

学生対象のグループ活動を実施（糸林専任教員）

教職員
第1回メンタルヘルス研修会(対面開催)
(蔵本・常三島)

職員対象のこころのセルフケアに関する講義を実施（糸林専任教員）

11 学生 「ほっと」の会 学生対象のグループ活動を実施（井ノ崎専任教員）

ほっとカフェ 学生同士の交流を深める茶話会を実施〔常三島地区2回〕（後藤専任教員）

蔵本グループワーク(こころメンテ講座)
オンライン配信

学生対象のグループ活動を実施（糸林専任教員）

12 教職員

令和6年度第2回メンタルヘルスミーティング
保健管理部門と総合相談部門，アクセシビリティ支援部門との情報交換及び
事例についてカウンセラー等が意見交換

学生 「ほっと」の会 学生対象のグループ活動を実施（井ノ崎専任教員）

ほっとカフェ 学生同士の交流を深める茶話会を実施〔常三島地区1回〕（後藤専任教員）

学生・教職員 ゲートキーパー養成講座 学生及び教職員向け予防啓発活動を実施（糸林専任教員）

1 学生 「ほっと」の会 学生対象のグループ活動を実施（井ノ崎専任教員）

ほっとカフェ 学生同士の交流を深める茶話会を実施〔常三島地区1回〕（後藤専任教員）

教職員 第2回メンタルヘルス研修会(オンライン) 職員対象のこころのセルフケアに関する講義を実施（糸林専任教員）

2 学生
蔵本グループワーク(こころメンテ講座)
オンライン配信

学生対象のグループ活動を実施（糸林専任教員）

3 教職員

令和6年度第3回メンタルヘルスミーティング
保健管理部門と総合相談部門，アクセシビリティ支援部門との情報交換及び
事例についてカウンセラー等が意見交換

　　　　　　　　　　　※総合相談部門開室日 　　   ※総合相談部門閉室日
　　　　　　　　　　　　　月～金　8:30～17:15 　　　　　夏季一斉休業（R6.8.13～R6.8.15の間）

　　　　　冬季一斉休業（R6.12.29～R7.1.3の間）
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Ⅲ.　アクセシビリティ支援部門 

１． 利用状況 

（１）学生相談利用状況 
 アクセシビリティ支援室での面談件数は 2023 年度から 16 件減少しているが、相談者数
は 8 人増（2023 年度 52 人、2024 年度 60 人）となっており、増加傾向にある。全学的にア
クセシビリティ支援室の認知度が拡がっているといえる。 
 学部別で見ると、相談人数・面談回数ともに「理工学部」が最も多く、次いで「総合科学
部」が多かった。ただし在籍学生に占める割合は「総合科学部」が最も多くなっている。 
 障害種別で見ると「精神障害」が最も多く面談件数の約 47％を占めている。精神障害と
発達障害が全体の 8 割前後を占める傾向は変わらない。 
 担当教員による定期的な面談を実施し、それぞれの学生の障害に起因する困難について、
合理的配慮がなされるよう関係学部・関係部署・医療機関等と調整を行った。 

■学部・大学院別                ■障害種別 
 

学  部 人 数 面談件数
総合科学部 １０ ４８
創成科学研究科
臨床心理学専攻 

1 6 

理工学部 ２７ １６２
創成科学研究科
理工学専攻 

１ ９ 

生物資源産業学部 ６ ３２
創成科学研究科
生物資源学専攻 

１ ８ 

医学部 １０ ３３
歯学部 ０ ０
薬学部 ２ １５
その他(教員含む） ２ ２

計 ６０ ３１５
 ※2023 年度面談件数 ３３１件 
  

障害の内容 人 数 面談件数

視覚障害 １ １ 

聴覚・言語障害 ０ ０

肢体不自由 ３ １８ 

病弱・虚弱
（内部障害等） 

６ ２７ 

重  複 ２ ６ 

発達障害 １９ １１４

精神障害 ２５ １４５ 

その他の障害
（教員からの相談） 

４ ４ 

計 ６０ ３１５ 
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（２）支援学生の育成 
 これまで、障がいをもつ学生を支援する支援学生（ピアサポーター）を育成するため、令
和 6 年度は定期的にアクセシビリティ研究会を開催し、支援のための知識や方法の修得を
促した。 
また、平成２８年度より本学はアクセシビリティリーダー（AL）育成協議会に入会し、

アクセシビリティリーダー１級及び２級の取得が可能となった。 
令和６年度には、１級に４名、２級に２１名が合格し、累計で本学の１級取得者が２１名、

２級取得者は１０2 名となっている。 
 

２．活動報告 

令和６年度 
月 対象者 行  事 備 考

４ 学生 新入生オリエンテーション 
全学部対象
資料による部門紹介 

７ 学生 
アクセシビリティリーダーオンライン講座受講申
込受付 

アカウント配布
４６名 

８ 

学生 アクセシビリティリーダーオンライン講座・開講
学生 AL サマーキャンプ申込受付 学生参加者なし
学生 障害者支援経験のためのボランティア(病院実習） １名参加

学生 アクセシビリティリーダー1 級・2 級受験申込 
１級４名
２級２７名申込 

９ 
学生 AL サマーキャンプ（オンライン） 学生参加者なし
学生 障害者支援経験のためのボランティア(病院実習） ５名参加

12 学生 アクセシビリティリーダー1 級・2 級試験受験 
１級４名
２級２７名受験 

１ 
学生 アクセシビリティリーダー１級・２級合格者発表 

１級４名
２級２１名合格 

学生 AL キャンプ申込受付 １名

３ 
学生 AL 春キャンプ（ハイブリッド） １名
学生 アクセシビリティリーダー認定証授与式
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Ⅳ. キャンパスライフ健康支援センター 
学生診療・相談・支援 利用状況 

 

 

キャンパスライフ健康支援センター診療・相談・支援 利用学生実数 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

全体 学生/院生数
保健管理部門

利用

総合相談部門

利用

アクセシビリティ

支援部門

利用

センター

利用者総数

保健管理部門

利用率

総合相談部門

利用率

アクセシビリティ

支援部門

利用率

センター

利用率

計 7531 336 212 60 608 4.5% 2.8% 0.8% 8.2%

学部学生 学生数
保健管理部門

利用

総合相談部門

利用

アクセシビリティ

支援部門

利用

センター

利用実数

保健管理部門

利用率

総合相談部門

利用率

アクセシビリティ

支援部門

利用率

センター

利用率

総合科学部 723 37 35 11 83 5.1% 4.8% 1.5% 11.5%

医学部 1429 90 31 10 131 6.3% 2.2% 0.7% 9.2%

歯学部 306 29 19 0 48 9.5% 6.2% 0.0% 15.7%

薬学部 422 32 16 2 50 7.6% 3.8% 0.5% 11.8%

理工学部 2695 73 51 27 151 2.7% 1.9% 1.0% 5.6%

生物資源科学部 435 33 14 7 54 7.6% 3.2% 1.6% 12.4%

計 6010 294 166 57 517 4.9% 2.8% 0.9% 8.6%

大学院生 学生数
保健管理部門

利用

総合相談部門

利用

アクセシビリティ

支援部門

利用

センター

利用実数

保健管理部門

利用率

総合相談部門

利用率

アクセシビリティ

支援部門

利用率

センター

利用率

創成科学研究科 885 28 33 3 64 3.2% 3.7% 0.3% 7.2%

医学研究科 247 0 2 0 2 0.0% 0.8% 0.0% 0.8%

医科栄養学研究科 85 2 3 0 5 2.4% 3.5% 0.0% 5.9%

保健科学研究科 81 1 2 0 3 1.2% 2.5% 0.0% 3.7%

口腔科学研究科 100 1 4 0 5 1.0% 4.0% 0.0% 5.0%

薬学研究科 94 8 2 0 10 8.5% 2.1% 0.0% 10.6%

総合科学教育部 6 1 0 0 1 16.7% 0.0% 0.0% 16.7%

先端技術科学教育部 23 1 0 0 1 4.3% 0.0% 0.0% 4.3%

計 1521 42 46 3 91 2.8% 3.0% 0.2% 6.0%
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センター3部門の利用実数 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

センター3部門の並行利用数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★保健管理部門 ★総合相談部門 ★アクセシビリティ支援部門

フィジカル メンタル 全体 相談 支援

実数 269 88 336 実数 212 実数 60

保健管理部門(全体)

＋

総合相談部門

保健管理部門(ﾒﾝﾀﾙ)

＋

総合相談部門

保健管理部門(全体)

＋

アクセシビリティ支援部門

保健管理部門(ﾒﾝﾀﾙ)

＋

アクセシビリティ支援部門

総合相談部門

＋

アクセシビリティ支援部門

保健管理部門(全体)

＋

総合相談部門

＋

アクセシビリティ支援部門

保健管理部門(ﾒﾝﾀﾙ)

＋

総合相談部門

＋

アクセシビリティ支援部門

実数 50 35 16 11 18 7 5
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Ⅴ．キャンパスライフ健康支援センター活動報告

月 業務

第1回キャンパスライフ健康支援センター会議

第1回キャンパスライフ健康支援センター運営委員会

第2回キャンパスライフ健康支援センター会議

第1回メンタルヘルスミーティング

第2回キャンパスライフ健康支援センター運営委員会

第3回キャンパスライフ健康支援センター運営委員会

第3回キャンパスライフ健康支援センター会議

第4回キャンパスライフ健康支援センター運営委員会

第4回キャンパスライフ健康支援センター会議

第5回キャンパスライフ健康支援センター運営委員会

第5回キャンパスライフ健康支援センター会議

第2回メンタルヘルスミーティング

第6回キャンパスライフ健康支援センター運営委員会

第6回キャンパスライフ健康支援センター会議

第7回キャンパスライフ健康支援センター運営委員会

第7回キャンパスライフ健康支援センター会議

第8回キャンパスライフ健康支援センター運営委員会

第8回キャンパスライフ健康支援センター会議

第3回メンタルヘルスミーティング

※令和6年度においては全5回の教員選考委員会を併せて開催した。

7

6

5

3

2

1

12

11

10
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巻末言 

 

令和６年度のキャンパスライフ健康支援センター年報をお届けするにあたり、巻末言をアクセシビリティ支援

部門より担当させていただきます。 

私は令和７年度よりキャンパスライフ健康支援センターアクセシビリティ支援部門に就任いたしました。したが

いまして、令和６年度の具体的な支援状況や個別の取り組みについては、当時の担当者ほど詳しく承知してお

りません。しかし、これまでの相談記録や近年のデータに目を通し、また就任後４か月間で寄せられた学生や教

員からの声に触れる中で、本学におけるアクセシビリティ支援の現状と今後の課題について感じたことをここで

述べさせていただきます。 

近年、アクセシビリティ支援部門への相談は、身体障がいに関するものにとどまらず、精神障がいや神経発

達症に関連した合理的配慮の依頼が大きく増加しています。この傾向は全国の大学でも広く認められており、

背景には、精神疾患や神経発達症に対する認知や診断が社会全体で進んだこと、そして障がいへの理解が

深まる中で、支援を求めることへの心理的ハードルが低くなってきたことなどが考えられます。以前であれば、学

生本人も周囲も特性や困りごとに気づかないまま、「努力不足」や「適応力の問題」とされ、支援に繋がらず切り

捨てられてしまった可能性もあったかもしれません。現在では、必要な支援を必要な時に届けることの重要性が

学内でも徐々に浸透し、相談しやすい環境が整いつつあることが、相談件数の増加に繋がっていると考えられ

ます。 

一方で、合理的配慮の実施においては、まだ多くの課題が残されています。その一つが、「公平であること」

の捉え方に関する認識です。合理的配慮は、すべての学生が等しく学ぶ機会を確保するために、個々の状況

に応じた環境調整を行うものであり、一律に同じ対応をすればよいというものではありません。しかし実際には、

配慮を受けることへの誤解や、教員側が「公平」を「全員に同じ対応をすること」と捉えてしまうことがあります。ま

た、最近では支援の本来の目的を見失い、過度な配慮に至るケースも見受けられます。私自身も合理的配慮

の適切な範囲と方法は模索している段階でありますし、他大学の状況をみても対応が分かれており、まだまだ

発展途上の分野だと考えられます。学内外からの意見を取り入れながら、より良い方向に更新し続ける必要性

を感じています。 

令和７年度も、アクセシビリティ支援部門として、すべての学生が安心して学び、成長できるキャンパスを目指

し、学内の多くの皆様と連携しながら支援に取り組んでまいります。引き続き、ご理解とご協力を賜りますようお

願い申し上げます。 

 

 

 

 

令和７年 9 月 

アクセシビリティ支援部門長 梅原 英裕 
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